
 

Fig. 1 (left). Schematic view of the neutron collimator 

Fig. 2 (right). Typical signal of MANDALA (a) without collimator, (b) with the collimator 
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高速点火核融合実験では、超高強度レ
ーザーを照射した際に高エネルギーX 線
が発生し、中性子計測をはじめとするあ
らゆるプラズマ計測の障害となる。特に
中性子計測においては、高エネルギーX

線の光核反応により生成される光中性子
数が、核融合反応中性子数の数 100 倍も
あるため、これらを弁別することは非常
に難しい。そこで本研究では、モンテカ
ルロシミュレーションを用いて光中性子
の支配的な発生源がターゲットチャンバ
ー壁であることを特定し、多チャンネル
型中性子スペクトロメーターに関して図
1 に示すような中性子コリメーターを設
計した。筒状の構造を持つこの中性子コ
リメーターは、ターゲットチャンバー壁

から来る光中性子を 97％遮蔽し、ターゲ
ットからの核融合中性子のみを計測器に
導くことができる。昨年度高速点火実験
においてコリメーターの一部を試験導入
し、設計通りの遮蔽率が得られることを
確認した。図 2 はコリメーター導入前 (a)

及びコリメーター導入後 (b)のデータで
ある。コリメーター導入により、バック
グラウンドが劇的に低減し、～10

6代の中
性子信号が確認できるまでになった。現
在、残りの部分の製作が行われており、
今年度中に完成する予定である。 

本発表では、光中性子発生源の特定や
遮蔽計算に用いた一連のシミュレーショ
ン結果および中性子コリメーターの設計
について詳細を述べる。 
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